
家 庭

１教育課程研究協談会の経過（平成11年度～14年度）

高等学校における専Ｉ１Ｉｊ教科「家庭」の新しい教育課程の編成・実施に向け、平成11年度

から「高等学校新教育課程編成の手引」を作成･配付するとともに、教育課程研究協議会

を開催し、手引や資料を用いて学習指導要領改訂の趣旨や指導計画等についての説明や

協議を行ってきた。

平成11年度からの手引及び説明の概要は次のとおりである。

２学習指導の改善・充実

（１）個に応じた指導の工夫

生徒の興味・関心を重視し、将来のスペシャリストとして必要な専門性の基礎的・基

本的な知識と技術を確実に習得させるためには、個に応じた指導の充実が求められてい

る。このため、生徒の学習状況等を十分に把握し、その結果を踏まえて、次に示すよう

な学習方法や指導体制等を取り入れ、指導を工夫することが大切である。

ア学習方法の工夫

体験的な学習、問題解決的な学習、コンピュータの活用、就業体験の活用等

イ指導体制や学習形態の工夫

個別指導、少人数指導、グループ指導、ティーム・ティーチング等

－１０１－ 

手引の慨要 説明及び協議の概要

平成ｎ年度
１科目編成

２改訂の基本方針

３改訂の内容

(1)目標

(2)各科目

･現行学習指導要領の科目編成との比較

について

･家庭科と生活関連産業について

･教科の目標と原則履修科目について

･各科目の内容の取扱い等について

皿年度
１全般的事項

２各科目

(質疑応答形式で記述）

･専門教科の目標の改善について

･原則履修科目「生活産業基礎｣、「課題

研究」について

･被服に関する科目構成について

･各科目の改善について

皿年度
１教育課程の編成

２指導計画と内容の取扱い

３指導計画の作成

４質疑応答

･教育課程編成の基本的考え方や配慮事

項について

･指導計画作成上の留意点等について

･科目「生活産業基礎」の指導計画につ
いて

ｕ年度
１学習指導の改善

２評価の工夫

３学習指導案の作成

４質疑応答

･学習指導の工夫や改善等について

･評価の観点や方法等について

･科目「生活産業基礎」の学習指導案に
ついて
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(2)指導と評価の工夫・改善

生徒の学習状況を多面的に評価し、優れているところや学習のつまずき等を把握する

ためには、「関心・意欲・態度｣、「思考・判断｣、「技能・表現｣、「知誠・理解」の４つの

観点を踏まえて評価することが大切である。また、その評価を踏まえて、指導方法を工

夫・改善することが重要である。

表１は、生徒の学習状況を的確に把握するために、科目「児童文化」等における保育

実習を例に、学習活動に評価の内容や学習状況等を対応させたものである。また、指導

の過程で「努力を要する」と評価された生徒に対する手だての具体例として、補充的な

指導の例を表２に示した。

表１保育実習

表２補充的な指導

1０２－ 

評価・評定の
プロセス

学習活､！ ｡}１１価の内容 時Ⅲ
学習状況頚

(Ａ） (Ｂ） (Ｃ） 

評価

IUL点

各科目の評価の
観点の趣旨、ＩAｌ
存

指沸と評価計UIIj
の作成（評価風
漁）

lli元の指灘・iif

価Iif画（評価＃し

地を含んだ指導

と評価）

Ⅱt元の総括的融lｉ
価

学期末・学年末
の総括的評価

(学習指導要領の改ilJ）
(学習指導鋒の改ill）

厩

ｌ 

遊び計画

づくＩ）

２ 

幼児と遊

ぼう

３ 

まとめ

①グループごとに
協力して遊びの

３１画を立てる二

とができる。

②紙芝居や折り紙
癖の遊びの技術
を身に付けるこ

とができる。

③幼稚回(保育所）
の幼児と楽しく遊

ぶことができる。

①紙芝居や折り紙
鞭を幼児のiilで
旗じるニとがで

きる。

⑤グループごとに、

遊びのi'十画や実

ｌｕの評価・反竹

ができる。

⑥遊びの成果発炎

会の鵡備ができ

る

⑦遊びの成果を発
我会で発表がで

きる。

３ 

３１６ 

３ 

①牙L幼児の発述を

理解し、遊びを

調べ、遊びのi１１．

画を立てること

ができる。

②工夫して遊びの
技術を身に付け

る。

③禎極的に幼児と

遊ぶことができ

る

④幼児の反応を兇
ながら、紙芝〃Ｉ

等を演じること

ができる。

⑤改曹点を考えな

がら、評価．Ⅸ

行ができる。

⑥協力してのljUIL
発表会のjlA側に

取り組むことが

できる。

⑦二lﾕ犬して発災が
できる

①遊びを調べ、遊

ぴの計両を立て

ることができる。

②手本を参考に遊

ぴの技術を身に

付けることがで

きる。

③幼児と遊ぶこと

ができる。

④幼児のiiiIで紙芝

居等を波ころ二

とができる。

⑤評価・反桁がで
きる

⑥成果発我会のiVl
傭に取り組むこ

とができる。

⑦発表ができる。

①遊び計画を立て
るニとができな

い◎

②遊びの技術を身

に付けることが

できない。

③幼児と遊ぶこと
ができない。

④幼児のiiijで紙芝

居等をiii(じるこ

とができない。

⑤評価・反朽がで

さない。

⑥成果発衣会のi1A
傭に取り組む二

とができない。

⑦発表ができない。

119心

知識

技能

意欲

態度

我現

判断

態度

我現

獺`}P価の尺度（Ａ）：１．分満足できる（Ｂ）：おおむね満足できる（Ｃ）：労７Jを饗すわ

生徒の学刊状況（評価） 指灘の工犬

①遊び計画を立てることができな
い◎

幼児の遊びのビデオを視聴させ、遊びの計画を立てさせる。

生徒に幼児時代の遊びについて、１Ｍ;し合わせる。

②遊びの技術を身に付けることがで
きない。

保育士などを外部講師として拙き、遊びの技術折導を受ける。
遊びの練稠状況を蝿影したビデオを見せ、問題点に弧付かせる。

③幼児と遊ぶこと力《できない。 幼児の遊びのビデオの視聴させ、遊び方を考えさせる。

夏休み等を利Ⅱ几て、保育園iujl川をさせ、幼ﾘiLと交流させる。

④幼児の前で紙芝ＩＪＩ等を減じること
ができない。

グループ内で遊び担当の役削を兄『h[し、全１１参加の方法を考えさせる。

得意なことで活服できる場面や役測分担などを秒えさせる。

⑤評価・反省ができない。 幼稚園（保f『所）での遊びの槻子の写真やビデオ等を見せ、思い111させる。
評価や反打の例を示して、わかりやすく説明する。

⑥成果発表会のNA側に取り組めな
い①

グループ内で1m当の役割を兄lf〔し、全貝参加の方法を考えさせる。

まとめ方の手)川や方法を示し、１１い点を評価して121{ｉｌをもたせる。

⑦発表ができない。 発表の練洲をさせる。

発表の仕方を｣し体的に示し、｣い､点を評価してI](ilをもたせる。
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(3)科目「生活産業基礎」のシラパス（例）

－１０３－ 

紋fJl名 家腿科 ｜ド:｝、鵜｜生活産業蕊礎

ＩｊＨ１のロ標
生活と産業とのかかわりについて理jiiLさせ、生活にIlIl巡する轍業などへの関心を高めるとともに．必嬰な知識と

技術を進んで1W11卜し｣:うとする意欲と態艇を育てる。

M1修学年 1学年 学科・コース ○○○学科○○コース

''１位数 ２ルt位 授業形態 個別学習、グループ学iW、一斉学冊等

牧科譜 ○○○ Mリ数Ｉイ癖 ○○○ 

１学課の目標

この科目では、学習への動機付けや卒業後の進路についての意識を深め、将来のスペシャリストとして必撰なWID'Ｉ的な知識

や技術を習i鼎するために、次のような力を身に付けてください。

(1)衣食住、家族・保存、家腿希凝・刑祉などに関する生活巌業やIⅢ巡する職業について理解します。

(2)生活と産業とのかかわりについて理解し、心豊かな生活をlIjnする生活駈業の発展に寄与できる知識や技術を身に付けま

す

(3)生活産業における総菜体験を皿して．災践的な態度や瓠ましい戦難肌、勤労醜を身に付けます。

(`1）将来のスペシャリストとして、生活産業に関述する進路や資桁蝉について理解します。

２学習内容と進め方

この科目の学習内容と進め方は次のとおりです。

(1)各自の生活をiliil)返り、生ihIiが微々な』，H業に支えられていることを４４体的に学習します。

(2)社会の変化に伴い、生活にl川する価(ik醜やi1II費潴ニーズの多搬化辮により、生活産業が発腱していることを学HWします。

(3)食生活・衣生活・ﾛ:生活・ヒューマンサービス関辿分野などの生活廠業の弧）uiや特徹について、批業体験癖をi、して学習

します。

(J1）学習のまとめとして、職業生栃が131己実現につながる二とを理解し、巡路や自己実現の方法について学iＷします。

３学習の留迩点

日頃から次のようなことに心がけて、学習を深めましょう

(】）家庭生活を支えている』l体的な生活廠業やヒューマンサービスについて、興味・'1M心を持ち調べてみましょう。

(2)藏業に従蛎している方勾との全iWiをIWii生活の中で多く待てるよう勢ブル、様々な職業についての柵M1を収｣|Lするように
心がけましょう

(3)Ⅱl軌からI:1分をjLつめ、111分のよさや特性、興味や１１U心のある戦業について轍えてみましょう

(4)就業体験や災iWなどには、iIll棚的・主体的に取り組みましょう。

`ＩｈｉＶ価の方法

次のような醜点や方法で学ilY状況を総合的に評価します。

(1)３ﾄﾞ価の観点

①生活llU逆分野の職業に1Ⅲ心をもち、将来のスペシャリストとして必嬰な韮礎的・基本的な釘I識や技術を三i：体的仁習11)し
ようとしたか。

②蒙塵に関するlMIIII的な学iWを皿して、卒業後の進路について孝えることができたか。

③調べ学雷や純業体験箙'二おいて、その成果や突践等を適切にまとめたり、発表することができたか。

①生活と産業のかかわ')、生活駈業の意義や役割、生活に11UMLする各分野の職業等について理解することができたか。

(2)評価の方法

就業体験や学Wi1等の鰹皮．ノート・ワークシート、就業体験Iil雄、21/2判プランの作成、テスト癖

５授業；|・iilji

J１ 4１ :)巴 典体的な学iW内容 ill5価の観， 11W前の方法

□１。⑪《Ｕ（’
オリエンテーション

１生活と産業

･ｲ;}Ⅱ「生活産業基礎｣の学iW内容、

純業体験､評価の方法等について、

111:ｆ'二l典の記録ビデオの視聴等を１ｍ

してlllulﾘ]します。

．上iJi力《どのような産業とかかわっ

ているのか｢家族の生活時Ｍ１剥在」
を英雄し、状況を把捉し、結来を

まとめます。

・その緋来発我をもとにグループilil

縦を行い、生活産業が腿たちの生

iiiを支えていることを理解しま

-ﾘｰ。

lllU心・意欲・態度】

･生柵と微々を産業とのかかわりについ

て．Ⅲ心をもち、意欲的にNi【リオ116う

としたか。

【技能・糞現】
･li！究緋采をまとめ、発表できたか。

【hlI識・1M解Ｉ

･家腿生禰の変化に気付き．衣食(l:など

のﾖﾆ摘力『搬々な廠業に支えられている

ことについて理解できたか。

鯉察

生抽吋IlU謝在表

の腿録

胸在緋来紀録

発我IAI客、発幾

態度

WiL合いのまと

め
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豪Ａアーエの各分野に関連する主な職業は、次の通りです。

ア食生活関迎分野（調理師・栄養士・製パン技術者・フードプランナー・フードコーディネーター等）
イ衣生活1111迎分野〈デザイナー・パターンナー・ファッションアドバイザー・スタイリスト箙）
ウ住生活関連分野（建築士・インテリアプランナー・インテリアコーデネーター等）

エヒューマンサービス関連分野（保育士・介謹福祉士・訪問介護貝等）

堅Ｂ興味や関心、進路等を考え、アーエの各分野から１つ選択し、就業体験の英習を行います。

－１０４－ 

０１２ ８９１１１ 
２社会の変化と生活産

業

(1)社会の変化と価値

観の多様化

(2)産業I#9通の蛮化と

生活産業の発展

３生活産業と慰業

(1)生活産案の特徴と

意義薮Ａ

ア食生活'111迎分野

イ衣生活'111迎分野

ウ住生活llll迎分野

ェヒューマンサー

ビス関連分野

(2)就業体験斑Ｂ

①オリエンテー

ション

②就業体験

③まとめ

④就案体験皮呆発

表会

･社会の変化によってライフスタイ

ルや生活観が多様化していること

について、各種白書や新llil紀平の

闘在により理解します。

･生活巌業の発展は産業脚遮の変化

とｉＷ費者の多梯なニーズにつな

がっていることを、ワークシート

の記入を通して理解します。

.`L､Hilかを生活と生活産業の発展に

ついて恵児交換を行い、111分の考

えをまとめます。

・自分の興味や関心に応じ、生活産

業に関迎する職業について、進路

関係資料やインターネット癖の活

用をi、じて、具体的職業への関心

を高めます。

･生活産業のlbli頬や特徴、職業の意

義と安絡等について、４１F分F1の杜

会人鋼師の魏賭を聴くことによ'）

具体的に理解します。

･業務内容やマナーや心柵え聯につ

いてzlFⅡ1鋭明を受けます。

･生活巌業IMI連の職嶋で就戴を体験

します。

･体験の中で自分な')に課廻を几つ

け、解決を目指して考え工夫しま

す｡ 

･輔業体験をもとに自分のjui路につ

いて考えを深めます。

・自分の体験の成果や課皿竿を発友

するとともに、友達の就業体験発

表を皿して、他の職業に111Iする窓

識を深めます。

【関心・意欲・態度】

･社会の変化と生活産業の発鵬癖に関心

をもてたか。

【思考・判断】
･社会の変化と生活産業の発皿について

考えを深めているか。

【技能・我現】

･調査結果をもとに自分の考えをまと

め、意lとを発表できたか。

【知識・理解】

･ライフスタイルの変化、多楳なニーズ

に伴う生活産業の発展について理解で

きたか。

【関心・意欲・態度I
･生活産業やヒューマンサービスの械類

や特lZt等にllll心をもち、意欲的に学習

活､bに取り組んでいたか。

【思孝・判断】

･社会人踊師の謝賭や職業体験簿の学習

活動の61$で、課題を見付け、解決を目

指して考え、工夫していたか。

【技能・洩現】
･就業体験簿について、計画を立てて実

既するとともに､体験ロ誌辮をまとめ、

発表することができたか。

【知識・理解】

･生活産業やヒューマンサービスの種類

や特価h、意義や役制、関巡する職業に

ついて理解できたか。

観察

学習プリント

調査lilllt

ワークシート

意見発我

発表態度

作文

定期孝盗

調べ学刊ノート

観察

就業先奥iUV鰹度

就業先の評価

就業体験11雄

まとめ発我原稿

発表態度

発表技術

ワークシート

踊話のまとめ

定期>Ｗｉｉ

１ 

２３ 

４職業生活と［l己実現

５まとめ

･職業生摘が自己実現につながるこ

とについてグループil↑識を通して

理解します。

・専門科目の学習と職業生活とのか

かわりについて進路担当教側から

の鋼義を聴き、理解します。

･自分の将来の職業生活と巡路選択

について卒業生との対談から考え

を深めます．

･藏業における資格の意義や取得方

法について各種資格取得の災雄姿

項等をIDUペ理解します。

・１年1111の学習をもとに、将来のス

ペシャリストを目指した学習プラ

ンを作成し、発表します。

・１年lⅢの学濁のまとめをします。

【関心・愈欲・態度】

･等IJFI科I:lの学習と職業生活とのかかわ

りや、駈業資格等に関心をもち、意欲

をもって学習活動に取0)91'んだか。

【思考・判断】

･将来の職業生活と進路選択を必えるこ

とができたか。

【技能・表現】

･藏業資絡の取得方法を調べ、進路目標

に応じた学習プランを立てるニとがで

きたか。

【知識・理解】

･職業や助労の意義、馳業資桁の意義、

尊｢1救科と資格取得方法輔について理

解したか。

観察

識話紀蝕

対談内容

調べ学lPY

グループilvl殿の

記鍬

学習プラン

発我魍度

発表技術

定期孝従
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